
令和３年９月定例会 一般質問発言通告一覧 

令和３年９月１４日  

【一般質問】 

令和３年９月１４日（火）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

１ 
渡 辺 弘 造 

（創政会） 

衛生 

 ○ 新型コロナウイルス感染症対策 

・ ６５歳以下の集団接種状況は 

・ 個別接種移行に当たっての予定と課題は 

・ 陽性者の詳しいデータは持ち合わせていないのか、北部では医療 

逼迫は起きていないのか 

・ 第８回綾部市緊急経済対策会議に対する市長のご所見と今後の対 

策は 

 

農業 

○ 農業施策 

・ 農地バンクを通じて集積された農地面積の直近の状況は 

・ 農地利用面積の推移は 

・ 米農家の低所得状況をどのように考えるか 

・ 新たな農業政策への考え方は 

・ 米出荷量の減少についての考え方は 

２ 
吉 崎   久 

（日本共産党） 

新型コロナウイルスの感染拡大への対応 

○ 感染拡大に対する認識と市独自の対策強化を求める 

・ 本市での感染拡大に対する認識は 

・ ＰＣＲ検査の目的と検査拡充についての見解は 

・ 児童・生徒への感染拡大の現状と対策は。教職員・放課後学級支 

援員へのＰＣＲ検査を 

・ 学校行事の対応は 

・ 感染療養者の宿泊施設での受入れ体制は 

・ 新型コロナウイルス感染拡大に伴う地域経済への影響は 

・ 生活困窮者への支援策は 

 

防災 

○ 熱海市の土砂災害を教訓にして本市での対応を求める 

・ 熱海市の災害を受けて、府からの調査依頼があったと思うが、そ 

の対応は 

・ 本市での「盛り土」による危険箇所は 

・ 「盛り土」以外でも山林等の傾斜地での開発行為に伴う危険箇所 

があるが、その認識と対策は 

・ 建設用残土で危険箇所が見受けられるが、その対応は 

・ この間許認可されての開発と思うが、基準は適切なのか 

 

農業振興 

 ○ 今年の米価暴落への対策は 

・ 現状では今後の作付けができない事態に。規模が大きい所は一層 

困難に。放置すれば、農家が米作りから撤退の事態。地域農業の崩 



壊・集落の崩壊・農地の多面的機能の喪失・食料不足など計り知れ 

ない危機に。市の認識と対策は 

・ 米の需要減への対応を、生産者に押し付けるやり方では農業は守 

れない。市としてどうするのか 

・ 農業を続けるためには、所得保障がどうしても必要。国・府へ強 

い働きかけが必要では 

 

公共施設管理 

○ 綾部市公共施設等総合管理計画の今後の方向性 

・ 平成２８年に計画策定され、各施設の今後の方向性を決めている 

がその進捗状況は 

・ 解体や地元への移管等は計画的にできているのか 

・ 指定管理者に公共施設の管理を委託する場合、委託料の積算根拠 

 は 

３ 
安 藤 和 明 

（民政会） 

市政 

○ 山崎市政３期目総括と４期目への出馬を 

・ 平成３０年２月第１８代市長就任後、豪雨災害やコロナ禍での厳

しい行財政運営の３年８か月を振り返り成果と課題は 

・ 本年４月第６次綾部市総合計画スタート。新型コロナウイルス終

息後の新たな綾部市政推進と４期目への出馬を 

 

新型コロナウイルス感染症対策 

○ 新型コロナウイルスワクチン接種の取組について 

・ 本市の新型コロナウイルスワクチン接種の取組や新型コロナウイ

ルス感染状況と検査・医療供給体制の現状は 

・ 新型コロナウイルスワクチン未接種者への接種勧奨やワクチンパ

スポートの交付について 

・ 「ラムダ株」など変異種対策とブースター接種は 

○ ウイズコロナ対策について 

・ 長期間の人流抑制に伴う市民活動や地域経済への影響と対策は 

・ 長引くマスク着用と市民の心理的影響への対策は 

４ 
中 島 祐 子 

（日本共産党） 

保健衛生 

 ○妊婦が新型コロナウイルス陽性になった場合の対応について 

・ 妊婦の感染が分かった場合の対応は 

・ 感染妊婦の入院・出産は市立病院で可能か 

・ 妊婦が安心できるように事前の情報提供と周知を 

 

教育 

 ○ 学校において新型コロナウイルス陽性者が発生した場合の対応につ

いて 

・ これまでの感染の状況と対応は 

・ 抗原検査キットの幅広い活用を 

・ 文科省ガイドラインを受けての対応方針は 

・ 休校期間中等の学びの保障は 

・ 休校等により働けない保護者への休業支援の充実を 

・ 虐待等を未然に防ぐ対策を 



５ 
藤 岡 康 治 

（民政会） 

環境 

○ 未来の環境整備 

・ ゼロカーボンシティ表明の具体策や目標値は 

・ 市内に２４時間急速ＥＶステーションがないが推進は 

・ 福祉移送こそＥＶ車に。見解は 

○ 公用車利用 

・ 市の車両にＥＶ車を導入しては 

・ 新たな財源確保として公用車に広告掲示しては 

○ 将来の水素社会について 

・ ゼロカーボンシティの目標に水素はどうか 

・ 水素ステーションの導入は 

○ 市民活動環境づくり 

・ 資源回収（紙ごみ）の実績と効果は 

・ 資源回収補助金を金属も対象としてはどうか 

 

衛生 

○ 口腔衛生 

・ 口腔を健診する機会は 

・ 口腔衛生の啓発活動について 

・ 小学生以下の歯科検診の結果とその後の対応について 

 



【一般質問】 

令和３年９月１５日（水）午前９時３０分から（発言者４人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

６ 
高 橋   輝 

（創政会） 

まちづくり 

○ 人口増加対策 

・ 移住・定住促進における総括と今後の取組について 

○ 工場誘致等による雇用者の動向 

・ 工場誘致による雇用増の効果について 

・ 工場誘致・工場移転の進捗状況 

 ○ 開発に向けた支援策を 

・ 民間による宅地開発・マンション建設の進捗状況と市の支援策に 

ついて 

○ 都市計画戦略会議を 

・ 都市計画を見直しインフラ整備を 

・ 開発に向けた戦略会議の検討を 

○ 定住促進に向けた情報発信 

・ ターゲットを広げた更なる展開を 

 

学校教育 

○ 令和３年度学校教育の重点について 

・ 質の高い学力の取組状況 

・ 主体的・対話的で深い学びの取組状況 

○ 不登校の解消・未然防止の取組状況、対応と対策 

・ コロナ禍による不登校生徒の増減（令和２・３年度現在の状況） 

○ 校則の基準について 

・ 時代にそぐわない校則の改善を 

 ○ 働き方改革における部活動の取組 

・ 平日４５分間の短縮した部活動による生徒への影響は 

○ 教育を主体にした定住促進計画を 

・ 教育検討委員会の設置 

７ 
井 田 佳代子 

（日本共産党） 

防災 

○ 土砂災害から命を守るために 

・ 各地で災害発生となった８月の（１４日）大雨への分析は 

・ 避難者数が伸びない要因をどう考えるのか 

 ○ 避難行動要支援者の具体的な避難計画が必要では 

・ 本年「災害対策基本法等の一部改正」(５月)により、個別避難計 

 画が努力義務化されたが、本市の避難計画の変更はあるのか 

・ あんしんカードの登録はどのように行われているのか 

・ 「避難行動要支援者名簿」が自主防災組織に届けられているがど 

 のように使われているのか 

〇ペットの同伴避難の考えは 

・ ペット同伴避難のためスペースが必要では 

〇車中泊避難の進捗は 

・ 車中泊避難について市民への周知は 

 

 

 



環境 

 ○ 深刻な気候危機にⅭО２削減の計画を 

・ ２０３０年までの温室効果ガスの削減目標は 

・ 公共施設への再生可能エネルギー導入によるＣＯ２削減はどうか 

・ 市民と一緒にＣＯ２削減を進めることが必要と考えるがどうか 

８ 
酒 井 裕 史 

（民政会） 

自治会 

 ○ 人口減少と高齢化に伴う自治会の今後について 

・ 本市内の小規模自治会（３０世帯以下）の平成３０年度以降の推 

移は 

・ 本市内の自治会内の組数の推移は 

・ 自治会解散防止の取組について 

・ 小規模自治会の合併補助金について 

 

観光 

○ オンライン農家民宿体験と綾部マイクロツーリズムについて 

・ 本市におけるオンライン農家民宿体験と綾部マイクロツーリズ 

ムの実施背景について 

・ 綾部マイクロツーリズムとオンライン農家民宿体験の参加者状 

況について 

・ 今後の展開について（オンライン農家民宿体験と同じような形で 

の観光に対する取組） 

９ 
本 田 文 夫 

（民政会） 

建設 

○ 旧市民センター跡地について 

・ 旧市民センター跡地の活用アイデア募集の応募件数、主な内容は 

・ 現在土のうが積まれているが由良川堤防まで整備できないのか 

・ 近くに国土交通省の綾部緊急維持資材備蓄庫があるが今回同時に 

整備できないのか 

・ 今後のスケジュールについて 

 

スポーツ 

 ○ 綾部市体育施設の救護体制について 

・ あやべ球場、上杉体育館、あやべ・日東精工アリーナの最近の事 

故件数及び救急要請件数は 

・ 応急救護のマニュアルは定めてあるか 

・ 布担架ではなく、首や背骨が保護できる担架（バックボード）を 

備えてはどうか 

 

教育 

○ 通学路の安全対策について 

・ 千葉県八街市の下校中の事故に伴う綾部市内の通学路の再点検は 

・ その結果と今後の対策は 

・ 登下校時間帯の安全運転の啓発が必要では 

・ 通学路に空き家で危険箇所があるがその対策は 

○ 学校運営協議会の導入について 

・ 綾部市内各校区での見守隊、ボランティア活動等の状況は 

・ 地域住民が参画する「学校運営協議会」の導入を 

 



【一般質問】 

令和３年９月１６日（木）午前９時３０分から（発言者４人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

10 
搗 頭 久美子 

（日本共産党） 

高齢者福祉 

○ 高齢者の貧困からみて介護保険の負担軽減策の実施を 

・ 高齢者の経済状況、特に単身女性の状況は 

・ 市内高齢者の介護保険の負担についての見解は 

・ 非課税世帯(所得第３段階まで)への負担軽減策を 

 ○ 低所得でも入所可能な施設整備を 

・ 高齢者を取り巻く環境と今後の動向について見解は 

・ 年金で入所可能な介護老人福祉施設の整備を 

 

消防 

○ 消防の「１１９指令センター亀岡以北１か所は不安」という市民の

声に対して 

  ・ 京都府中・北部地域消防指令事務協議会の開催と協議内容、課題 

克服は 

・ 亀岡以北の指令センター共同化は広域で消防力の低下につながる 

のではないか 

11 
柳 原 秀 一 

（創政会） 

教育 

○ 新型コロナウイルスが感染力の強い「デルタ株」に変異する中、子 

どもへの感染拡大を防ぐための学校の対策と困難な状況においての教 

育活動について 

・ コロナ禍における子どもたちの学校生活について 

・ 抗原簡易キットの配付と陽性者の対応について 

・ コロナ禍におけるオンライン活用について 

・ 今後の、家庭学習におけるオンライン活用について 

○ 子どもたちの学力の充実・発展について 

・ 子どもたちの学力の充実・発展についての教育長の思いは 

 

環境 

○ 高齢者や障害のある方のごみの戸別収集支援について 

・ 高齢者や障害のある方のごみ出しの状況について 

・ 高齢者ごみ出し支援アンケート結果について 

・ ごみ出しが困難になった方への戸別支援サービスについて 

○ 衛生公苑の状況について 

・ 衛生公苑で扱うし尿・浄化槽汚泥等の処理人口の状況は 

・ 同施設で扱うし尿・浄化槽汚泥等の処理量の状況は 

・ 施設の状況や課題、今後の方向について 

 

消防 

○ 消防団員が災害活動等で使用した自家用自動車等に生じた損害の補 

償について 

・ 綾部市消防団員が災害活動等で使用した自家用自動車等の使用状 

況について 

・ 過去に綾部市消防団が出動した際の自家用自動車の事故件数につ 

いて、また、これまでの補償について 

・ マイカー共済事業加入に対する本市の考えは 



12 
梅 原 哲 史 

（創政会） 

デジタル推進 

○ 市民ニーズに対応したＤＸの実現に向けて 

・ 地方自治体のデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）とは 

・ 行政デジタル推進課の直近の課題とは 

・ ＡＩとＲＰＡ利用先進地の業務改善内容は 

 

社会教育 

○ 綾部公民館の今後の在り方は 

・ 市内最大規模の綾部公民館の運営状況は 

・ 市内公民館における指定管理者制度の評価は 

・ 本市における今後の社会教育の方向性は 

 

建築 

○ 綾部市営住宅の今後の計画は 

・ 綾部市営住宅基本計画の評価は 

・ 公営住宅の適正な管理戸数は 

・ 他の公営住宅への住み替え計画は 

・ 用途廃止後の跡地の利活用計画は 

13 
片 岡 英 晃 

（民政会） 

防災 

 ○ 事業継続計画（ＢＣＰ）の策定について 

・ 綾部市の策定状況は 

・ 市内企業の策定状況は 

・ 策定していない企業の要因は 

・ その要因を解消するための支援は 

 

介護 

 ○ 認知症対策について 

・ 認知症予防の取組状況は 

・ 認知症の方へのサポートは 

 ○ 行方不明者の捜索について 

・ 行方不明者発生時の初動対応として、ご家族、自治会等の関係者、 

行政との連携はどのようになっているのか 

・ 自治会単位でも研修を実施すべきではないか 

 

水源の里 

 ○ 水源の里の現状とこれからについて 

・ 各指定集落の現在の活動状況は 

・ 各集落での課題は。また、その課題について行政の支援状況は 

・ 集落間や他団体との連携は進んでいるのか 

・ 今後の展望は 

公共交通 

 ○ 東部地域での取組状況と今後の公共交通に対する本市の方針につい 

  て 

・ 東部地域の交通とくらしを考える会の進捗状況は 

・ 今後、公共交通を考えていく上で、本市の方針は 

 


